畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業：畜産経営等強化支援事業）
申　請　要　望　書　（様式２）

１．取組主体
	取組主体氏名
（法人の場合は法人名）
	
	年　　齢
（代表者）

	代表者名
（法人の場合に記載）
	　　　
	歳

	住　　　所
	〒　　　-
　　　　　　　　　　　
電話　　　 －　　　－　　　　携帯電話　　 　－　　　－



２．飼料畑等
　・飼料用作物の経営面積について記入してください。
	転作田
（飼料作物）
	ha　
（内、借地　　　ha）
	内訳
	牧草　　　　  　ha、飼料用米　　　　ha
WCS用稲　　 　ha、その他　　　　　ha

	畑
（河川敷、傾斜地、永年草地含む）
	ha　
（内、借地　　　ha）
	内訳
	牧草　　　　  　ha、青刈麦　　　　　ha
青刈ﾄｳﾓﾛｺｼ　　 　ha、その他　　　　　ha

	稲わら収集
	ha　
※上記のWCS稲含まず
	内訳
	所有地　　　　　ha、借地　　　　　　ha
作業受託　　　　ha、その他　　　　　ha

	堆肥散布
	ha　
	内訳
	所有地　　　　　ha、借地　　　　　　ha
作業受託　　　　ha、その他　　　　　ha



３．申請機械装置の概要等
・機械の更新は対象になりませんので、更新でない場合は□にチェックしてください。
· 下記機械は、更新（同等機の入れ替え）ではありません。
	[bookmark: _Hlk153027154]機械装置の区分　【→（別紙）一覧から選択し記入してください】

	


	機械装置（機械の種類、型番、メーカー、台数等）
	価格（税抜）
	備考

	
	円
	

	
	円
	


※ホイルローダーとベールグラブは、別々の機械と区別されるため、個別に記入してください。

４．見積もり合わせに関する同意について
	要望機械が他の要望者と重複した際に、協議会が複数台まとめた見積合わせを代行し、価格の低減に努めることに同意します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（署名）　　　　　　　　　　　　　　　


※希望の販売店より購入できない可能性があることをあらかじめご了承ください。


５．個人情報調査・照会及び利用に関する同意について
	市が行う市県民税・固定資産税・軽自動車税等の課税及び納付に関する資料及び市債権の賦課及び納付に関する資料の個人情報の提供を受け、利用することに同意します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（署名）　　　　　　　　　　　　　　　



６．申請機械装置の設置場所（申請者住所地と異なる場合は番地まで記載願います）
	



（お願い）以下の項目は要望申請時、県及び畜産協会ヒアリングの根拠資料になりますので、具体的に記載願います。

７．既存の機械装置がある場合の追加導入の必要性を具体的に記載願います。
（単純な既存機械装置の更新は補助対象外となります。）
	






８．既存機械装置がある場合、既存機械装置の能力等について記載願います。
（メーカー、型式、作業幅、能力等、ローダーの場合はバケットの容量など。）
	






９．既存の機械装置がある場合、要望した機械を導入後、既存機械装置をどのように使用するか具体的に記載願います。
	







10．新規（追加）導入の場合、これまでどのように作業を行っていたか、また、今回要望する機械装置を導入することで、どのような効果が期待できるかを具体的に記載願います。
	






要望者名　　　　　　　　　　　　

11．取組主体の要件
　・次の「ア．面積が10ha以上拡大」、「イ．収穫量（ＴＤＮベース）の概ね10％以上の増加」または「ウ．配合飼料の自給飼料率の増加」のいずれか記載してください。
ア．飼料生産受託面積・飼料生産作業面積の10ha以上の拡大
　①には作業を受託している面積を、②には自らが生産している面積を記入してください。
	
	Ｒ５年度
（ A ）
	Ｒ６年度
（ B ）
	Ｒ７年度
（ C ）
	３年間平均
（ D ）
	目標計画
（Ｒ11年度）（ E ）
	拡大面積
（E－C）
又は（D）


	 ①受託面積
	ha
(　 　ha)
	ha
( 　　ha)
	ha
(　 　ha)
	ha
( 　　ha)
	ha
(　 　ha)
	ha
(　 　ha)

	 ②生産面積
	ha
( 　　ha)
	ha
( 　　ha)
	ha
( 　　ha)
	ha
( 　　ha)
	ha
(　 　ha)
	ha
(　 　ha)

	 合　計
	ha
( 　　ha)
	ha
(　 　ha)
	ha
( 　　ha)
	ha
( 　　ha)
	ha
(　 　ha)
	ha
(　 　ha)


（注１）二期作や二毛作により、同じほ場で２回以上飼料生産を行う場合は、（　）内に、　　　　　　　延べ面積を記載してください。
（注２）①及び②のいずれの面積についても、明細（作業の種類（作付・収穫等）毎の面積）を添付してください。
（注３）（A）から（C）には直近前年度までの３年分、（E）には事業実施年度から３年度目を記載してください。
[bookmark: _Hlk211518274]
イ．収穫量（ＴＤＮベース）の概ね10％以上の増加
	[bookmark: _Hlk211518409]作付品目
	Ｒ５年度
（A）
	Ｒ６年度
（B）
	Ｒ７年度
（C）
	３年間
平均
（D）
	TDN重量
換算率
（E）
	TDN重量
（F）
	目標計画
(Ｒ11年度)
TDN重量ベース
（G）
	増加率
(G)/(F)

	
	t
	t
	t
	t
	％
	t
	t
	％

	
	t
	t
	t
	t
	％
	t
	t
	％

	合計
	
	
	
	
	
	t
	t
	％


（注１）作付品目は、導入する機械装置に該当する草種等を記載してください。
（注２）（A）から（C）には直近前年度までの３年分、（G）には事業実施年度から３年度目を記載してください。
※ロール個数、ロール直径／幅などから重量を推計する

ウ．混合飼料の飼料自給率（ＴＤＮベース）の増加
　●粗飼料を調整する場合
現状値80％未満：５ﾎﾟｲﾝﾄ増、80～85％：４ﾎﾟｲﾝﾄ増、85～90％：３ﾎﾟｲﾝﾄ増、
90～95％：２ポイント増、95％以上：増加すること、100％：維持すること
　●濃厚飼料（飼料用米等）を調整する場合
　　　現状値10％未満：３ﾎﾟｲﾝﾄ増、10～15％：２ﾎﾟｲﾝﾄ増、15～20％：１ﾎﾟｲﾝﾄ増、
　　　20％以上：増加すること

要望者名　　　　　　　　　　　　

	購入
・
自給
	飼料
種類
	Ｒ５年度
（A）
	Ｒ６年度
（B）
	Ｒ７年度
（C）
	３年間
平均
（D）
	TDN重量
換算率
（E）
	TDN重量
（F）
	目標計画
(Ｒ11年度)
TDN重量ベース
（G）
	増加率
(G)/(F)

	
	
	t
	t
	t
	t
	％
	t
	t
	

	
	
	t
	t
	t
	t
	％
	t
	t
	

	
	
	t
	t
	t
	t
	％
	t
	t
	

	
	
	t
	t
	t
	t
	％
	t
	t
	

	自給率（自給／（購入＋自給））
	％
	％
	％



[bookmark: _Hlk152959748]12．取組により見込まれる効果（成果目標）
　・①から④の中から１つを選択し、機械導入前後の状況を記入してください。５％以上の効果が必要となります。なお、③所得の増加は、農業所得、営業利益の２項目から選択可能です。導入後、達成状況を調査しますので、要望機械と整合性のとれた達成可能な目標設定をお願いいたします。
	
	
	成果目標の達成により
見込まれる効果
	現状（導入前）
【令和７年】
	目標（導入後）
【令和９年】
	増加率（％）

	①
	単位面積当たり
販売額の増加
	作付面積（A）
	a
	a
	

	
	
	販売額（B）
	円
	円
	

	
	
	単位面積当たり
販売額（B／A）
	円
	円
	％

	②
	生産コストの削減
※決算書で確認
	生産コスト
	千円
	千円
	％

	③
	所得の増加
※決算書で確認
	農業所得　　どちらか
	千円
	千円
	％

	
	
	営業利益
	千円
	千円
	％

	④
	収穫量または利用量の増加
	収穫量
利用量
	t
	t
	％



提出書類
□ 申請要望書（様式２）
□ 見積書（税抜、オプション価格個別表示、有効期限：令和８年６月末）
□ 最新カタログ
□ 直近の決算書
□ 団体の場合は規約
□ 法人の場合は定款および履歴事項全部証明書（写し）
□ 飼料生産面積および受託面積のわかる資料

提出締切　令和７年１２月１２日（金）【厳守】
2

